
市街地から程近い自然に囲まれた西岡公園の情報誌

11 月の西岡公園見どころは !?
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　紅葉の見ごろは過ぎてしまいましたが、フカフカの落ち葉の上を散策出来る季節となりました。
散策路は様々な色や形をした落ち葉で埋め尽くされ、その上を歩くたびにカシャカシャと聞こえる
音にも癒されることでしょう。秋を彩る暖色系の色合いは、温かみを感じられほっと一息つけるの
ではないでしょうか？この時期は葉が落ちたことで、野鳥の姿も見つけやすくなります。キツツキ
の仲間のアカゲラやコゲラなどは木を突く音からも探しやすく、双眼鏡などがあるとより一層楽し
むことが出来ます。管理事務所では双眼鏡のレンタルも行っていて、図鑑や書籍などで野鳥や植物
などを調べることも可能です。ご来園の際にはぜひお立ち寄りください。
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　【西岡公園で 11月に見られる野鳥たち】
　　　　（日本野鳥の会　2017.11.4　札幌支部 HPより）

・マガモ　　　　・ハシブトガラス　　・エナガ
・カワアイサ　　・キクイタダキ　　　・ゴジュウカラ
・カイツブリ　　・ハシブトガラ　　　・キバシリ
・トビ　　　　　・ヤマガラ　　　　　・スズメ
・ノスリ　　　　・ヒガラ　　　　　　・ハクセキレイ
・コゲラ　　　　・シジュウカラ　　　・カワラヒワ
・アカゲラ　　　・ヒヨドリ　　　　　・アオジ　　　　　　　

【イチョウ並木】
毎年10月中に落葉し

11月上旬には黄色の絨毯が
広がります。

イチョウの葉の形も色々
切り込みのない扇型や

真ん中に切り込みの入ったズボン型
切り込みが複数ある手のひら型

【イチョウの冬芽】
すっかり葉は落ちていますが

とっても観察しやすいイチョウの木。

長枝から短枝が直角に突き出た
先端の半球形が冬芽です。

【イチョウ羽】
背中の

オレンジ色の羽

【キトンボ】
羽の半分と縁がオレンジ色の
綺麗なキトンボ、自由広場で

よく目撃されます。

【オシドリ】
日本一カラフルな水鳥と言われる

オスのオシドリは
その美しい羽を使って
メスにアピールします。

水源池が結氷するまでの間
様々な水鳥の姿が見られます。

落ち葉が重なり合った散策路や
木道は滑りやすくなりますので
通行の際にはご注意ください。

【ゲンノショウコ】
別名：ミコシグサ

秋に種子を飛散させた後で、
果柄を立てた様子が
神輿のように見える
ことから名が付いた。

7～ 8月頃に
白紫色の花が

開花していました。
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